
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退職されるみなさまへ 

（令和８年３月３１日～令和９年３月３０日までに退職される方） 
 

～退職時の手続きについて～ 
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Ⅰ 高知県教職員互助会への提出書類について 

 

高知県教職員互助会の会員（短時間会計年度任用職員及び再任用職員を除く）が退

職されるときは、会員資格に応じた手続きが必要です。 

また、退職互助部の現職会員が４５歳以上で退職された場合、医療費補助金等の給

付を受けられる特別会員の資格を取得することができます。退職互助部制度や給付内

容等についての説明をお読みのうえ、ご自身の加入パターンに該当する書類をご提出

ください。 

また、提出書類の様式は、当会ホームページの「各種様式一覧」からダウンロード

できます。 

 

 

会   員   資   格 提  出  書  類 

 

一般互助部のみに加入されている方 
・退職慰労金請求書 

（※会員期間が満６月以上の方への給付） 

 

一般互助部及び退職互助部に加入されてい 

る方で退職時の年齢が４５才未満の方 

 

・退職慰労金請求書 

（※会員期間が満６月以上の方への給付） 

・脱退一時金請求書 

（※現職中に納入いただいた退職互助部

掛金総額と同額を給付） 

一般互助部及び退職互助部に加入されてい

る方で退職時の年齢が４５歳以上の方 

 

           

○特別会員になるとき 

（特別会員の資格を取得するとき） 

 

 
・特別会員異動届 

・配偶者届（配偶者の戸籍添付） 

・単身者一時金請求書 

・特別会員届 

・退職慰労金請求書 

【加入パターンによって提出書類が異な

ります。詳細はＰ８、９をご覧ください。】 
     

○特別会員にならないとき 

（特別会員の資格を取得しないとき） 

 
・退職慰労金請求書 

（※会員期間が満６月以上の方への給付） 

・脱退一時金請求書 

（※現職中に納入いただいた退職互助部

掛金総額と同額を給付） 



                                  

－2－ 

 

Ⅱ 書類の提出期限、手続きの流れについて 

 

１ 提出期限 

   退職されてから１ヶ月以内 ですので、ご注意ください。 

※令和７年度末退職者の提出期間は、令和８年３月２日（月）から令和８年 

４月３０日（木）です。 

 

 

！！退職後、再任用職員や臨時的任用職員になる方についても 

必ず手続きが必要です！！ 

 

 

 

２ 手続きの流れ 

 

 

 

 

 

会員
•手続き書類を互助会事務局へ提出（手続き書類はＰ.９参照）

事務局

•書類の内容、掛金の納入回数等を確認。

•加入健康保険の届出用紙や、残掛金の納付書（該当の方のみ）等を会員
の自宅宛に送付。

会員

•加入健康保険の届出用紙を作成し互助会事務局へ提出。

•残掛金がある場合は納付書で払い込む。

事務局
•特別会員証の交付。
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Ⅲ 退職互助部制度について 

 

  ３６歳になる年度の４月１日に退職互助部の現職会員として加入いただき、定

年で退職されるまで毎月の給料月額（給料＋教職調整額＋給料の調整額）の

8/1000 の掛金を給与から控除します。３００回で完納（３００回に達すると控除

停止）となり、退職し所定の手続きをとると、その掛金を原資として、退職後に

会員本人（特別会員）と配偶者（届出配偶者）に対する医療費の助成等を行いま

す。 

   （退職互助部の現職会員が４５歳以上で退職したときに特別会員の資格を取得す

ることができます。また、その配偶者を届出配偶者として資格取得させることが

できます。） 

   なお、特別会員の資格を取得できるのは退職時のみです。（退職時に特別会員

資格を取得するのか、取得せずに脱退するのかを選択していただくことになりま

す。特別会員資格取得後に脱退することはできませんし、脱退した後で特別会員

資格を取得することもできません。また、再任用期間終了後に手続きはできませ

んのでご注意ください。） 

 

１ 特別会員の資格取得ができない（資格取得をしない）場合 

 

退職互助部の現職会員が 

① ４５歳未満で退職したとき（４５歳未満で退職した場合は、特別会員 

の資格を取得できません） 

② ４５歳以上で退職し、特別会員の資格取得を希望しないとき ※  

 

①または②のいずれかに該当するときは、現職中に納入いただいた退職 

互助部掛金総額と同額を給付します。 

⇒ 「脱退一時金請求書」を提出してください。 

様式は高知県教職員互助会のホームページからダウンロードできます。 

 

    ※ 特別会員の資格を取得できるのは退職時のみです。 

 退職後の医療費負担に関わる重要な制度ですので、必ず給付内容等もお読 

みください。 
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Ⅳ 退職互助部の給付内容等 

 

 １ 医療費補助金・配偶者医療費補助金 

(1) 給付額 

特別会員となった月から７１歳になる月まで、受診月別かつ受診医療機関別

に計算して、健康保険での自己負担額（払い戻金等を除く最終的な自己負担額）

から、下表の   部分の金額を控除し、０．７５を乗じた金額を給付します。

給付の対象となる自己負担額は、高額療養費の限度額（ただし、加入する健康

保険に附加給付があるときは、附加給付に係る限度額）までです。配偶者医療

費補助金も同様です。 

 

補  助  金  名 給  付  額 

特別会員の医療費にかかる 

医療費補助金 

{自己負担額 －（1,000円＋100円未満の端数）} 

×０．７５ 

届出配偶者の医療費にかかる 

配偶者医療費補助金 

{自己負担額 －（2,000円＋100円未満の端数）} 

×０．７５ 

 

(2) 支給方法 

特別会員からの請求による給付が原則ですが、下表のとおり請求の必要がな

い場合（受診データに基づき自動的に給付します。）があります。 

   
公立学校共済組合 

高 知 支 部 

（任意継続組合員、

再任用職員など） 

国民健康保険 

（高知県内の市町村

に限る） 

左記以外の 

健康保険 

特 別 会 員 自動給付（注１） 自動給付（注２） 請求給付 

届 出 配 偶 者 自動給付（注１） 自動給付（注２） 請求給付 

注１：配偶者以外の家族（子など）の被扶養者になっている方は、請求給付となります。 

注２：市町村からの医療費情報提供に関するご本人の同意が必要です。 

※ 加入する健康保険に変更があった場合は互助会への届出が必要です。また、加入健 

康保険の届出が遅れた場合は、遅れた期間について請求手続が必要になる場合があり 

ます。 

加入している 

 健康保険 

 

受 診 者 
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医療費補助金 給付例 
  

 

       特別会員・互助太郎さんの医療費補助金を計算してみましょう。 
 

  ① 互助太郎さんの４月の医療費は下記のとおりです。 

受 診 日 

窓口自己負担額（健康保険適用後） 

A 病院 

（入院） 

A 病院 

（外来） 
B 薬局 C 薬局 

4 月 3～10 日 

（入院） 
38,020 円   

 

４月１5 日  10,200 円 2,620 円  

４月 22 日  2,800 円 1,200 円  

４月 29 日  880 円  350 円 

４ 月 計 38,020 円 13,880 円 3,820 円 350 円 

 

  ② 医療費補助金は、医療機関ごと・月ごと、入院・外来別に計算します。 

計算式 

給付額 ＝ { 自己負担額 －（1,000 円＋100 円未満の端数）} × 0.75 

A 病院(入院)： ｛38,020 －（ 1,000 円＋20 円 ）} × 0.75 ＝ 27,750 円 

A 病院(外来)： ｛13,880 －（ 1,000 円＋80 円 ）} × 0.75 ＝   9,600 円 

B 薬局  ： ｛ 3,820 －（ 1,000 円＋20 円 ）} × 0.75 ＝   2,100 円 

C 薬局  ： 控除額（1,000 円＋100 円未満の端数 ）に満たないため、給付なし。 

※届出配偶者の場合は、2,000 円と 100 円未満を控除して計算します。 

 

互助太郎さんには、４月分の医療費補助金として、 

39,450 円（27,750 円＋9,600 円＋2,100 円） が給付されます。 

 
 

    入院・手術した場合など、医療費の自己負担額が高額になったときは、高額療 

養費の自己負担限度額を対象として補助します。  

例）高額療養費の自己負担限度額が 57,600 円の場合 

         特別会員 （57,600 円 － 1,000 円）× 0.75 ＝ 42,450 円 

届出配偶者（57,600円 － 2,000 円）× 0.75 ＝ 41,700 円 
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２ 長寿祝金 

   特別会員が、次の年齢に達したときに給付します。 

 

年   齢 給付額 

満７０歳に達したとき １万円 

満７７歳に達したとき ２万円 

満８８歳に達したとき ５万円 

満９９歳に達したとき １０万円 

 

３ 弔慰金 

   特別会員が死亡したときは、遺族に次のとおり給付します。 

 

要     件 給付額 

特別会員になった日から１年以内に死亡したとき ７万円 

特別会員になった日から１年を超え、２年以内に死亡したとき ５万円 

特別会員になった日から２年を超えた日以後に死亡したとき ２万円 

 

４ 支部活動 

  県下７支部（安芸、香美、土長南国、高知、吾川、高岡、幡多）で特別会員

を対象とした様々な活動を行っています。 

 

５ 相談室 

県内２ヶ所の相談室で、退職互助部の給付等に関することや生活に関する相

談をお受けしています。もちろんプライバシーは厳守します。 

 

中央地区：高知会館４階（TEL：０８８－８７２－５７１４） 

西部地区：高知県幡多総合庁舎３階（TEL：０８８０－３４－１４４３） 
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６ 厚生事業 

年度ごとの予算で内容が決まる事業です。令和７年度のおもな厚生事業は次

のとおりです。  

事 業 名 内       容 

入院見舞金 

※70歳以上又は※70歳未満で障害者（身体、精神）手

帳の交付を受けている特別会員が 5 日以上入院したと

き、入院の初日から 1日につき 2,000円を年度内に 30

日を限度に給付します。（※R7.3.31～R9.3.30 退職の

方は 71歳となります。） 

旅行補助 

退職後 1 年以上を経過した特別会員が、1 泊 2 日以上

で、自己負担額が 30,000 円以上の旅行をしたとき、

10,000 円を補助します。ただし、3 年に 1 度の補助と

なります。 

指定宿泊施設 

利用補助 

特別会員又は届出配偶者が高知会館で宿泊されたと

き、1人 1泊につき、1,500円を補助（宿泊料金から差

引き）します。 

サークル活動 

支援事業 

特別会員がサークル活動に参加し、充実した生活を送

ることを支援するため、サークル活動のための会場借

上料の一部を助成します。 

互助会館運営事業 

特別会員の趣味の集いや交流のための活動スペースと

して利用いただくために、高知会館の 1 室を借り上げ

ます。 

支部活動助成 

特別会員の皆さまが親睦と交流を図るために、県下７

支部ごとにいろいろな催しや集いを行います（研修旅

行、囲碁･将棋大会、健康管理講座、グラウンドゴルフ

大会などを実施しています。）。 

県外在住の特別会員を対象とした県外会員事業も行っ

ています（2年に 1度、高知県産品をお贈りします）。 

「友の便り」の発行 
特別会員相互の絆を確かめあうため、支部ごとに 3 年

に 1度会員の寄稿による「友の便り」を発行します。 

弔慰事業 
特別会員又は届出配偶者が死亡したとき、地区の世話

人が互助会を代表して哀悼の心を表します。 
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Ⅴ 加入パターンと提出書類等一覧 

   

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

※加入パターンについてのよくある質問は、Ｐ．１２、１３をご覧ください。 

上記パターンに該当しない場合や判断に迷う場合は、下記へお問い合わせください。 

（一財）高知県教職員互助会事務局 TEL：088-821-4917 

配偶者は特別会員である 

（教職員を退職し、特別会員

の資格を取得している） 

配偶者は現職会員でも 

特別会員でもない 

 

※民間企業や自営業等、教職

員ではない方も含みます。 

自分は配偶者の 

届出配偶者である 

自分は配偶者の 

届出配偶者ではない 

自分一人で加入する 

（自分だけ特別会員になる） 

夫婦で加入する 

（自分は特別会員、配偶者は 

届出配偶者になる） 

配
偶
者
は
い
な
い 

配 

偶 

者 

が 

い 

る 
（ 
内
縁
関
係
も
可 

） 

配偶者は現職会員である 

（現職の教職員で、退職互助

部に加入している） 

自分一人で加入する 

（自分だけ特別会員になる） 

夫婦同時に退職する 

（夫婦それぞれ特別会員にな 

る） 

夫婦で加入する 

（自分は特別会員、配偶者は

届出配偶者になる） 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 
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加 入 

パターン 

提  出  書  類 

特別会員 

異動届  
様式１ 

記入例Ｐ１４ 

 
配偶者届 

 

様式２ 

記入例Ｐ１５ 

単身者一時金

請求書 
 

様式３ 

記入例Ｐ１６ 

退職慰労金 

請求書 
 

様式４ 

記入例Ｐ１７ 

 
特別会員届 

 

様式５ 

記入例Ｐ１８ 

Ａ 

○ 

様式内の選択

番号は (1) 

― ○ ○ ○ 

Ｂ 

○ 

様式内の選択

番号は (2) 

○ 

配偶者の戸籍

添付 

× ○ ○ 

Ｃ 

○ 

様式内の選択

番号は (5) 

× 

○ 

夫婦どちらか

に配偶者の戸

籍添付 

○ ○ 

Ｄ 

○ 

様式内の選択

番号は (1) 

× ○ ○ ○ 

Ｅ 

○ 

様式内の選択

番号は (4) 

× ○ ○ ○ 

Ｆ 

○ 

様式内の選択

番号は (4) 

○ 

配偶者の戸籍

添付 

○ ○ ○ 

Ｇ 

○ 

様式内の選択

番号は (3) 

○ 

配偶者の戸籍

添付 

× ○ ○ 

Ｈ 

○ 

様式内の選択

番号は (1) 

× ○ ○ ○ 
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Ⅵ 退職互助部の掛金について 

 

 退職時に納入回数が３００回に満たない場合や、６１歳未満で退職する場合は不足

分を退職時に一括納入いただくこととなります（残掛金・若年者加算金）。 

 ただし、現職中に積み立てる掛金は、特別会員及び届出配偶者の資格取得を想定し

た率となっていますので、退職時の加入パターンによって、掛金をお返しする場合も

あります（単身者一時金）。 

 

項目 内容 

残掛金 

退職時に掛金納入回数が３００回に満たない場合は、不足回数分の掛

金を一括納入していただきます。 

※育児休業を取得された方、市町村や国に転出されたことのある方、早期

退職される方、３６歳以上で採用された方等が該当します。 

若年者加算金 

現職会員の退職時の年齢が６１歳未満の場合や、届出配偶者の資格を

取得しようとする者の年齢が６１歳未満の場合は、その年齢が１歳若

くなるごとに残掛金に１０,０００円を加算します。 

単身者一時金 

① 独身の場合や、届出配偶者の資格は取得しない場合 

② 夫婦同時に教職員を退職し、それぞれ特別会員になる場合 

③ 配偶者が教職員を退職し、特別会員になっている場合 

①～③いずれかに該当する場合は、現職中に積み立てていただいた掛

金の一部又は全額を単身者一時金として給付します（詳細な加入パタ

ーン等は P８～９をご覧ください。）。 

ただし、現職会員期間が短い方は、残掛金と相殺されますので、単身者

一時金が減額または給付されない場合があります。 

 
 

●残掛金・若年者加算金・・・手続き書類（P９）をご提出いただき、掛金納入回数

等を精査した後、ご自宅あてに納付書を送付します。 

 

●単身者一時金・・・・・・・手続き書類（P９）をご提出いただき、掛金納入回数

等を精査した後、ご本人の口座へ振込みます。 
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Ⅶ 加入パターン別の掛金納入要綱 
 

● Ｐ.９の加入パターンが Ｂ・Ｇ の場合 

  

３６歳になる                            定年退職となる 

 年度の４月                             年度の３月 

この間、給料月額の 
8

1000
  の掛金率で３００回納入する。 

３００回納入することにより完納となる。 

＊ ３００回に満たない場合は、残回数分を一括納入する。 

 

 

● Ｐ. ９の加入パターンが Ａ・Ｄ・Ｈ の場合 

 

３６歳になる                            定年退職となる 

年度の４月                             年度の３月 

この間、給料月額の 
8

1000
  の掛金率で３００回納入する。 

3/1000（この部分に相当する掛金総額を単身者一時金として支給する。） 

 5/1000 の掛金率で３００回納入することにより完納となる。 

＊ 納入回数が３００回に満たない場合は、その不足分を単身者一時金と相殺する。 

 

 

● Ｐ.９の加入パターンが Ｃ・Ｆ の場合 

３６歳になる                            定年退職となる 

年度の４月                             年度の３月 

この間、給料月額の 
8

1000
  の掛金率で３００回納入する。 

4/1000（この部分に相当する掛金総額を単身者一時金として支給する。） 

 4/1000 の掛金率で３００回納入することにより完納となる。 

＊ 納入回数が３００回に満たない場合は、その不足分を単身者一時金と相殺する。 

 

 

● Ｐ. ９の加入パターンが Ｅ の場合 

 
３６歳になる                            定年退職となる 
年度の４月                             年度の３月 

この間、給料月額の 
8

1000
  の掛金率で３００回納入する。 

8/1000 に相当する掛金総額を単身者一時金として支給する。 
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よくある質問 － Ｑ＆Ａ － 

 

質 問 回 答 

Ｑ１ 

退職後、再任用職員として引き

続き勤務しますが、手続きは必

要ですか。 

はい、必要です。特別会員になる・ならないに関わらず、

再任用前の退職時に必ず手続きをお願いします。 

Ｑ２ 

定年退職後、引き続き臨時的 

任用教職員として勤務します 

が、手続きは必要ですか。 

はい、必要です。特別会員になる・ならないに関わらず、

退職時に必ず手続きをお願いします。 

Ｑ３ 

会員期間が短く、掛金納入回数

が少ないのですが、特別会員の

資格は取得できますか。 

はい、取得できます。 

退職互助部の現職会員で、45 歳以上で退職される方で 

あれば、特別会員の資格を取得できます。現職中の掛金 

納入回数が少ない場合は、残掛金を納入していただきま 

す。 

Ｑ４ 

配偶者は教職員ではないので

すが、届出配偶者の資格を取得

できますか。 

はい、取得できます。 

教職員ではない配偶者（民間で勤務の方、自営業の方な 

ど）も、届出配偶者の資格を取得することができます。 

Ｑ５ 

配偶者はすでに退職して特別 

会員になっていますが、自分 

が届出配偶者になっているの 

か分かりません。 

特別会員には特別会員証（約 9cm×15cm、8 ページの 

冊子）が発行されており、届出配偶者であれば、その中 

に氏名が記載されています。 

また、互助会事務局（TEL:088-821-4917）へお問合

せいただければお調べすることもできます。 

Ｑ６ 

特別会員になって、数年後に脱

退はできますか。 

いいえ、できません。 

退職時に特別会員資格を取得もしくは脱退するか選択 

していただくことになっています。 

なお、手続き中に変更を希望する場合（夫婦での加入か

ら単身加入へ変更したい場合や、加入から脱退へ変更し

たい場合）は、手続き中に互助会事務局（TEL:088-821-

4917）までご連絡ください。 

Ｑ７ 

退職時に脱退しましたが、退職

後に通院が多くなったので、特

別会員の資格を取得したいで

すができますか。 

いいえ、できません。 

退職時に特別会員資格を取得もしくは脱退するか選択 

していただくことになっています。 



                                  

－13－ 

 

質 問 回 答 

Ｑ８ 

夫婦とも教職員で、ともに一 

般互助部及び退職互助部の会 

員です。 

自分が先に退職しますが、夫 

婦で加入する（配偶者を届出 

配偶者にする）場合のメリッ 

トを教えてください。 

 

 

 

  

例）先に退職する方：互助太郎さん 

後で退職する方：互助花子さん   とします 

 

●掛金が有利になります 

①夫婦で加入する（花子さんが届出配偶者になる）場合 

ⅰ）太郎さんに係る掛金は、掛金率 8/1000+若年者加算金 

ⅱ）花子さんが退職して特別会員になる時は、花子さんが現

職中に積立てた掛金全額を単身者一時金としてお返し

します。 

 

②ひとりで加入する（花子さんが届出配偶者にならない）場合 

ⅰ）太郎さんに係る掛金は、掛金率 5/1000 

ⅱ）花子さんが退職して特別会員になる時の掛金は、掛金率

4/1000 

 

③世帯で見ると、上記①（8/1000＋若年者加算金）の方が、

②（5/1000+4/1000＝9/1000）よりも約 1/1000 少な

い掛金率で夫婦が特別会員になれます。 

 

●医療費補助給付が有利になります 

花子さんは、一般互助部の会員資格と退職互助部の届出配偶

者の資格を併せ持つことになりますので、退職するまで一般

互助部からは医療費補助金が、退職互助部からは配偶者医療

費補助金が給付されます。 

Ｑ９ 

退職後しばらく高知で過ごし

てから、高知を離れて県外在

住の息子家族と同居する予定

です。そのような場合でも給

付は受けられますか。 

はい。受けられます。 

県外に移住された場合でも、特別会員としての給付は受け

られます。一部受けられない事業（互助会館や支部活動助

成の一部など）もありますが、県外在住の会員のみを対象

とした事業（県外会員事業）もあります。 

Ｑ10 

特別会員になった後は、毎月

の会費などは必要ですか？ 

いいえ、必要ありません。 

退職時に残掛金等の精算をしますので、特別会員になられ

た後は給付を受けていただくだけです。 

Ｑ11 

どのような書類を提出したら

いいのか分かりません。 

８、９ページの表（Ⅵ 加入パターンと提出書類等一覧）

で確認できますが、分からないことがあれば、互助会事務

局（TEL:088-821-4917）までお問合せください。 



 

　

　

－14－

２． この異動届を提出されますと、互助会から折返し、残余掛金納入等の

事務手続きをお知らせします。

※ （２）、（３）の該当者は、様式６号の配偶者届を提出のこと。

※ （１）、（４）、（５）の該当者は、様式１３号の単身者一時金請求書を提出のこと。

注) １． この異動届は、退職後１ヶ月以内に提出してください。

(その後の加入は、認められないので特に注意のこと。)

（５） 夫婦が現職会員で、同時に退職する。 （下の①に記入）

①配偶者の共済組合員等記号番号 組合員氏名 所属所名

①配偶者の特別会員番号 特別会員氏名 退職年月日

（３） 配偶者は現職会員ではない。

（４） 配偶者は特別会員である。 （下の①に記入）

（２） 配偶者は現職会員である。 （下の①に記入）

所属所名 ○○中学校①配偶者の共済組合員等記号番号 567890 組合員氏名 福利花子

（退職時における年齢） （満 61

あなたが該当するものに✔をしてください。

（１） 配偶者がいない。または単身で加入する。

年 月 日生 年 月 日 昭和

歳）

互助会退職互助部特別会員となることを希望するのでお届けします。

8 3 31退 職 年 月 日 令和 年 月 日

退職時所属所

現 住 所

（退職後の居住地）

39 108

○○小学校

0

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

福利　太郎氏名

(共済組合員等記号番号 123456 )

高知市○○町１丁目１－１

記入例

特 別 会 員 異 動 届

○○○○

様式第３号

月 1 日

０８８ ８２３電話 （ ） ―

〒 7 8

8 4

0 8 7 0

令和 年

●R8.3月中に提出の場合
⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合

⇒実際の提出日を記入



 男

女

令和

令 和

歳）（満
昭 和

平 成
6

8 15

1 58日

年平 成 5 日

この届を提出する場合、配偶者の戸籍（１部、コピー可）を添付してください。

一 般 財 団 法 人 高 知 県 教 職 員 互 助 会 理 事 長 様

〒 7 8 0 0 8 7 0

会員氏名  福利　太郎

住 所  高知市○○町１丁目１－１

年 月 日

月

昭 和

生 年 月 日

婚姻年月日

年

8 4 1

　　　　○○中学校

添えて届け出ます。

上記のとおり配偶者医療費補助金給付の対象となる配偶者を戸籍を

月

42

－15－

記入例

様式第６号

配偶者が勤めている時は

その勤務先

退職した

の配偶者

現職会員

配　　偶　　者　　届

氏 名 福利　花子

   養者として認定されている場合に限る。）

※内縁関係の場合でも届出可能です。（ただし、公立学校共済組合高知支部の被扶

●R8.3月中に提出の場合
⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合

⇒実際の提出日を記入



平成

　 令和

　 　

－16－

記入例

特別会員又は特別会員に準ずる配偶者になるとき、その者に掛金納入残と返還を受ける（単身者一時金給

様式第１３号

単　身　者　一　時　金　請　求　書

福利　太郎
最 終

○○小学校
元

会 員 氏 名 所 属 所 名

元共済組合員
123456 所 属 コ ー ド

等記号番号

付）掛金があるときは、双方を相殺します。

4 1

会員との続柄

電話 （ ）住 居 地

氏 名

住 所

請 求 者

退職後の

〒

8

 福利　太郎

年 月 日令和

  本人

823

退職年月日

　（同時に退職の場合も含みますが、特別会員番号欄には共済組合員等記号番号を記入してください。）

特別会員番号
567890 氏　 名 福利　花子

（又は共済組合員等記号番号）

上記のとおり請求します。

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

住　所 同居

 高知市○○町１丁目１－１

互 助 会 加

（ ) 088

年 月
最　　終

所属所名

退　職
日

平成
12 4 月 日日 年

令和

令和

平成

○○○○

入 年 月 日

　あなたの配偶者が、特別会員になっているときは記入してください。

令和 31

7 8 0

年月日
7 3 ○○中学校31

　

　

 
1 8 3　年 月

●R8.3月中に提出の場合
⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合

⇒実際の提出日を記入
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属所が存在しない場合は退職日）の日付を記入してください。

(退職後の居住地)

円 円 円 円 円１０,０００

○○高等学校長

注意事項

※ ※ ※ ※

A 支 給 金 額
B 一般互助部掛金 その他(             )

－ －

(2) 請求及び所属所長欄の日付は退職年月日の翌日以降（統廃合等で退職日の翌日以降所

所属所長

職　名

氏　名

令和 年 月 日8 4 1

B～Eは未納掛金等の支給金額から控除するものがある場合のみ記入

 E   A-(B+C+D)

●R8.3月中に提出の場合
　⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合

( ℡ 088 823 **67

(1) ※は記入しないでください。

　⇒実際の提出日を記入

●R8.3月中に提出の場合は氏名を記入しない

8 3 31年 月 日

入 年 月 日

互助　一郎

9

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

会員との続柄 本人 )

様式６号

退 職 慰 労 金 請 求 書

元会員氏名

互

互 助 会 加 5 5 5

共済組合員
等記号番号

元 所 属 所〒 7 8 0 5

互助　一郎

1
令和
平成

0 9 9 9

4 5

　上記のとおり請求します。

年 月

2 3

元所属所名

住 所

○○高等学校

高知市○○町456
4 1 日

退職年月日

6 7公立高知

昭和

令和

●R8.3月中に提出の場合
　⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合
　⇒実際の提出日を記入

記入例

上記のとおり請求がありましたので提出します。

住　所 〒

氏　名

請求者

令和 年 月 日8 4 1

C 退職互助部掛金 D

高知市○○町22-11

7 8



30～45 生　年　月　日
年 月 日

46～69

年 月 日 年 月 日

106～135

136～215

年 月 日

273～288 生　年　月　日
年 月 日

289～312

年 月 日 年 月 日

年 月 日

銀行 本　店

労金 支　店

信金 出張所

農協 支　所

　

加 入

電
 
話

特 別 会 員 届
令和

特別会員番号

823

年 4 月 1 日届 出 年 月 日

共済組合員等
記号番号

金融機関名 支店等名称

        　　フクリ 　タロウ 区
分

8

最終所属所

○○小学校

1

１
本
人

2
配
偶
者

加入保険の名称及び番号

本
人

被
扶
養
者

名称

フリガナ
有
り

無
し

配

偶

者

男 女

令
和

（

注
）
▼
　
　
　
 
の
部
分
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
フ
リ
ガ
ナ
を
指
定
し
た
欄
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
（

カ
タ
カ
ナ
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

フリガナ

会員氏名

会員氏名

0 8 0 4

　
特
別
会
員
異
動
届
で

(

2

)

か

(

3

)

を
選
択
し
た
方
の
み
記
入

（

変
更
時
の
み
記
入
）

住
　
所

配

偶

者

の

保

険

の

種

類

令
和

本

人

の

保

険

の

種

類

（

変
更
時
の
み
記
入
）

取
引
金
融
機
関

取
消
復
活

令
和

加
入

取
消

訂
正

取
消
復
活

0 1

令
和

番号

0 8 0 4 0 1

フリガナ

令
和

令
和

5 6

昭
和

フクリ　ハナコ

福利　花子

福利　太郎

本
人

被
扶
養
者

088

1 1 2

女

○○○○

加入保険の名称及び番号

－18－

- - -

記入例

昭
和

平
成 4 2 0

普通預金口座番号 口座名義

370 374 377 385

1 2 3 4 5

銀行コード 支店コード

保険加入取消年月日 保 険 の 記 号 番 号
346 347 354 369

保険種別コード 本人・被扶
342 345 養者の別

1 2

321           資 格 取 得 日 328           資 格 喪 失 日 配偶者世帯番号
5 5 335

氏　　名

 2, 1 2
 3, 配 偶 者
4

6 0 1 男

313～319 320

1 0 3 4

1 2 3 4 5

271 272

加
入

取
消

訂
正

1 2

保険加入取消年月日 保 険 の 記 号 番 号
247 248 255 270

番号

名称

216 222 229

保険種別コード 本人・被扶
243 246 養者の別

市町村名 　漢字　 大　　字　　以　　下（漢　　字）

市 町 村 コ ー ド 郵  便  番  号 市外局番 局番 番号

5 5 92 99 105

市町村名 フリガナ 大　　字　　以　　下（フリガナ）

3
（変更時のみ記入） 1 2

1

78           資 格 取 得 日 85           資 格 喪 失 日 本人世帯番号 配偶者組合員証番号 事由

17 18 H07.03.31以降退職者 24 H07.03.30以前退職者

29 70～76 77

3 4

●R8.3月中に提出の場合
⇒令和8年4月1日と記入

●R8.4.1以降に提出の場合
⇒実際の提出日を記入



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１ 

特別会員異動届 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　

　

   日

日

）

（満 歳）

―

２．

事務手続きをお知らせします。

この異動届を提出されますと、互助会から折返し、残余掛金納入等の

１．注)

(その後の加入は、認められないので特に注意のこと。)

この異動届は、退職後１ヶ月以内に提出してください。

（退職後の居住地）

生 年 月 日

（退職時における年齢）

（１）

電話 （

（２）、（３）の該当者は、様式６号の配偶者届を提出のこと。

配偶者は現職会員ではない。

配偶者は特別会員である。

特別会員氏名

（下の①に記入）

①配偶者の特別会員番号

※ （１）、（４）、（５）の該当者は、様式１３号の単身者一時金請求書を提出のこと。

夫婦が現職会員で、同時に退職する。 （下の①に記入）（５）

所属所名組合員氏名①配偶者の共済組合員等記号番号

※

退職年月日

様式第３号

月

（２）

月

あなたが該当するものに✔をしてください。

（下の①に記入）配偶者は現職会員である。

昭和 年

特 別 会 員 異 動 届

月

〒

配偶者がいない。または単身で加入する。

退職時所属所

現 住 所

退 職 年 月 日

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

令和 年

氏名

（３）

（４）

)

令和 年

①配偶者の共済組合員等記号番号 組合員氏名

 

 

所属所名

日

互助会退職互助部特別会員となることを希望するのでお届けします。

(共済組合員等記号番号



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２ 

配偶者届 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

この届を提出する場合、配偶者の戸籍（１部、コピー可）を添付してください。

女

男

様式第６号

昭 和

（満
昭 和

平 成
月 日

退職した

の配偶者

現職会員

配偶者が勤めている時は

住 所

会員氏名

   

平 成  

一 般 財 団 法 人 高 知 県 教 職 員 互 助 会 理 事 長 様

〒

歳）

 

添えて届け出ます。

日令和 年 月

その勤務先

年 月 日

上記のとおり配偶者医療費補助金給付の対象となる配偶者を戸籍を

 

配　　偶　　者　　届

氏 名

生 年 月 日

婚姻年月日

年    

 
令 和



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３ 

単身者一時金請求書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　
　

付）掛金があるときは、双方を相殺します。

年 月 日令和

最　　終

特別会員番号

 

所属所名年月日

退　職
年 月 日   

令和

平成

（  

 

退職後の )

〒

特別会員又は特別会員に準ずる配偶者になるとき、その者に掛金納入残と返還を受ける（単身者一時金給

  

会員との続柄

電話 （ ）住 居 地

 氏 名

 
住 所

請 求 者

上記のとおり請求します。

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

令和 年 月 日

 住　所  

 

　（同時に退職の場合も含みますが、特別会員番号欄には共済組合員等記号番号を記入してください。）

 氏　 名  
（又は共済組合員等記号番号）

　あなたの配偶者が、特別会員になっているときは記入してください。

年 月 日 　
 

退職年月日    

様式第１３号

単　身　者　一　時　金　請　求　書

元

会 員 氏 名  

所 属 コ ー ド

所 属 所 名

最 終

 

  

 

  

 
平成

令和

元共済組合員

等記号番号

互 助 会 加

入 年 月 日



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式４ 

退職慰労金請求書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上記のとおり請求がありましたので提出します。

住　所 〒

氏　名

請求者

令和 年 月 日

C 退職互助部掛金 D

所属所長

職　名

氏　名

令和 年 月 日

公立高知

昭和

様式６号

退 職 慰 労 金 請 求 書

元会員氏名

互

互 助 会 加

共済組合員
等記号番号

元 所 属 所〒

　上記のとおり請求します。

令和
平成 年 月

元所属所名

住 所
日

退職年月日 年 月 日

入 年 月 日

一般財団法人高知県教職員互助会理事長　様

会員との続柄

その他(             )

B～Eは未納掛金等の支給金額から控除するものがある場合のみ記入

 E   A-(B+C+D)

)( ℡ － －

令和

(1) ※は記入しないでください。

(2) 請求及び所属所長欄の日付は退職年月日の翌日以降（統廃合等で退職日の翌日以降所
属所が存在しない場合は退職日）の日付を記入してください。

(退職後の居住地)

円 円 円 円 円１０,０００

注意事項

※ ※ ※ ※

A 支 給 金 額
B 一般互助部掛金



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式５ 

特別会員届 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30～45 生　年　月　日
年 月 日

46～69

年 月 日 年 月 日

106～135

136～215

年 月 日

273～288 生　年　月　日
年 月 日

289～312

年 月 日 年 月 日

年 月 日

銀行 本　店

労金 支　店

信金 出張所

農協 支　所

　

昭
和

3

昭
和

4

平
成

1

局番

3

 

70～76

会員氏名

（変更時のみ記入）

会員氏名

加入保険の名称及び番号

5

令
和

- -  

本
人

本人・被扶

2

246 養者の別243

保 険 の 記 号 番 号
247

 

訂
正

H07.03.31以降退職者

 

    

 

17

346

加
入

令
和

取
消
復
活

4

5
321           資 格 取 得 日

無
し

2

氏　　名

 

（

変
更
時
の
み
記
入
）

配

偶

者

の

保険加入取消年月日
347

訂
正

取
消
復
活

1

342

取
消

（

注
）

▼
　
　
　
 
の
部
分
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
フ
リ
ガ
ナ
を
指
定
し
た
欄
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
（

カ
タ
カ
ナ
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

271

 2,

 3,

　
特
別
会
員
異
動
届
で

(

2

)

か

(

3

)

を
選
択
し
た
方
の
み
記
入

4

248 255

フリガナ0
272

1

取
消

-

番号

名称

1 2

本人・被扶

  
令
和

フリガナ

市町村名 フリガナ

29

3

配

偶

者

1

本

人

の

市 町 村 コ ー ド

保険加入取消年月日

1

  

5

令
和

222

5

令
和

本人世帯番号

保

険

の

種

類

有
り

市町村名 　漢字　

加
入

78           資 格 取 得 日

5

令
和

番号

名称

フリガナ

大　　字　　以　　下（漢　　字）

郵  便  番  号

105

市外局番電
 
話

  

配 偶 者

（

変
更
時
の
み
記
入
）

2 3

取
引
金
融
機
関

保

険

の

種

類

4

銀行コード

保険種別コード

被
扶
養
者

大　　字　　以　　下（フリガナ）

99

保険種別コード

   

１
本
人

2
配
偶
者

口座名義

385

普通預金口座番号
377370

345

住
　
所

85           資 格 喪 失 日
92

216

支店コード

369
保 険 の 記 号 番 号

335

配偶者世帯番号

加入保険の名称及び番号

本
人

354

被
扶
養
者

5
328           資 格 喪 失 日

共済組合員等
記号番号

金融機関名 支店等名称

270

養者の別

313～319

男 女
1 2

24 H07.03.30以前退職者

320

番号

2

届 出 年 月 日

最終所属所

 

加 入

   

区
分

特 別 会 員 届

18

特別会員番号

女

配偶者組合員証番号

77

男
1

事由

 

374

日月年令和 　 　 　

1

229

 

 

1

 



 

 

   

記入例

　　高知市○○町１丁目１－１

年 月 日

令和

8 14

（共済組合員等記号番号）

脱 退 一 時 金 請 求 書

円 

退 職 互 助 部

23 14年 月 日

運営及び給付規則実施細則第１４条の規定により脱退一時金を請求いたします。

一般財団法人高知県教職員互助会理事長 様

または遺族氏

会員との続柄 （ ）

請求者 旧 所 属 所 名

住 所

氏 名

　　○○小学校

　　福利　太郎

令和

退　職

本人

月

年 月 日

福利　太郎
(生年月日)

元 会 員 氏 名

会 員 の 資 格 を

取得した年月日

会 員 の 資 格 を

喪失した年月日

円

平成

請 求 金 額

（１） ※印は記入しないでください。

番号

年 日

脱 退 す る 理 由

令和

現職会員の資格を喪失しましたので、一般財団法人高知県教職員互助会退職互助部

振 込 先 銀　行　名 　　本 ・ 支 店 名

様 式 第 １ ０ 号

8 1

123456

年 月期間

43 2 15

4

15 0

審査の結果上記のとおり支給額を決定する。

※ 一 金

会員以外の者が請求
する場合のみ記入 農協 労金 支所 出張所

(請求者名義)

普通預金

銀行 信金 本店 支店

口座番号



 

   

請 求 金 額

元 会 員 氏 名

会 員 の 資 格 を

取得した年月日

会 員 の 資 格 を

喪失した年月日

脱 退 す る 理 由

（ ）

請求者

令和

現職会員の資格を喪失しましたので、一般財団法人高知県教職員互助会退職互助部

退 職 互 助 部

月

様式第１０号

（１） ※印は記入しないでください。

月 日

令和

年期間

年

普通預金

  

一般財団法人高知県教職員互助会理事長 様

運営及び給付規則実施細則第１４条の規定により脱退一時金を請求いたします。

会員との続柄

年 日月

年 月 日

日

(生年月日)

平成

令和

口座番号銀　行　名 　　本 ・ 支 店 名

円

円 

脱 退 一 時 金 請 求 書

番号

  年 月  

（共済組合員等記号番号）

審査の結果上記のとおり支給額を決定する。

※ 一 金

 

支店

支所 出張所

旧 所 属 所 名

住 所

氏 名

または遺族氏名

振 込 先

(請求者名義)

会員以外の者が請求
する場合のみ記入

銀行 信金

農協 労金

本店


